













斉 藤 昭 雄
１． はじめに
２． クラス２に属する資産
２－１ 組織費 (Frais d’établissement)
２－２ 無形固定資産 (Immobilisations incorporelles)
２－３ 有形固定資産 (Immobilisations corporelles)
２－４ 金融固定資産 (Immobilisations financières)
２－５ １年以上の債権 (Créances à plus d’un an)
――以上本誌第１７０号
― ―５３
３２ 仕掛品 (En-cours de fabrication)
３２０ 取得価額
３２９ 記録された評価減






３５ 販売用不動産 (Immeubles destinés à la vente)
３５０ 取得価額
３５９ 記録された評価減
３６ 棚卸資産仕入前渡金 (Acomptes versés sur achats pour stocks)
３６０ 前渡金
３６９ 記録された評価減










１） Cf. Wilfried Niessen et al.; Syllabus 2003/2004 de «Finance et Comptabilité»




























































仕掛注文 (Commandes en cours d’exécution) には，次の３つのものが含ま
れる。
ａ） 仕掛作業 (Travaux en cours d’exécution)
――多くは下請契約に伴う，賃作業，組立，修理，土木作業，建
設，分析，調査，維持等３）
ｂ） 個別注文仕掛品 (Produits en cours de fabrication)
――標準化された量産方式（この場合３２の仕掛品）でなく，代替可
能でないもの








つに言及されている（Cf. Avis no 132/7de la Commmission des Normes
Comptables; Comptabilisation et valorisation des stocks, nov. 1996, III. B「調
達品」）。
３） Christian Fisher; La règlementation sur les comptes annuels et le Plan
comptable, Éditions de la chambre d’économie et de droit des affaires, §2197.




























５） Claude Pérochon; Guide d’Application ––Plan Comptable Général 1982,

























































































１３） Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul Cornil; Lexique thématique de la comptabilité,
7e éd. De Boeck & Larcier 2002, p. 379.
１４） Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul Cornil; Op. cit., p. 379.

































原価計算を容認してもいる（Cf. Avis no 132/7 de la Commmission des
Normes Comptables; Op. cit., III. C. 2「原価」）。なお，直接原価計算方式を
採用している場合には，付属明細表の中で「評価ルールの要約 (Résumé de
















ことが確認されたのである。したがって，「経営の継続性 (Continuité de l’ex-












２２） Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul Cornil; Op. cit., p. 380.




て，その代用とすることも認められている。(Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul
Cornil; Op. cit., p. 380.)
成城・経済研究 第１７３号 （２００６／１２）
― ―６２
財貨に対しては，「補足的な評価減 (Réductions de valeur complémentaires)」
が行われることになる２６）。
＊ 色あせたもの ＊ 半端になったもの ＊ 傷がついたもの
＊ 流行おくれのもの ＊ 傷んだもの ＊ 品質的に格下げさ





























一方，仕掛注文には，先に見たように，仕掛作業 (Travaux en cours d’exé-
cution)，個別注文仕掛品 (Produits en cours de fabrication) および仕掛用役












































４１４ 未収収益 (Produits à recevoir)



























残された４０４「未収収益 (Produits à recevoir)」は，クラス２の長期債権と
次の４１「その他の債権」の下位勘定である４１４にもあるが，これは決算
調整勘定のひとつとしてあげられている «491 Produits acquis» との違い
が問題になる。«Produits acquis»（逐語訳では「稼得収益」）は «Produits à
２８）２７勘定は「建設仮勘定」であが，有形固定資産に関する前渡金は，すべて

























nexe) のひとつとして「債権債務支払期限表 (Etat des échéances des créances
２９） Annexe à l’Arrêté royal du 8 octobre 1976, Chapitre III: Définition V.





































金融機関 (Etablissements de crédit) の下位勘定は，「交互計算勘定」，「振
出小切手（－）」および「記録された評価減（－）」であって，小切手によ
る支払いにかかわる勘定である。ただここでも「評価減 (réduction de




５８ 内部振替 (Virements internes)
プラン・コンタブル (PCMN) には明示されていないものの，支店や工場
などとの間の連係のための「連絡勘定 (Comptes de liaison)」はベルギーで
も用いられている３６）。しかし，先に触れたフランスの「１８ 事業所・参加
会社連絡勘定」のように，資本参加会社も対象とするものは無い。したが
３５） Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul Cornil; Op. cit., p. 357.
３６） Cf. Joseph Antoine & Jean–Paul Cornil; Op. cit., p. 78.







































取上げられていない。また「前払管理および信用貸管理 (Régies d’avance et
accréditifs)」は，当該企業の固有の支払いに応ずるたために，特定の管理
人ないし銀行に，第三者ないし当該企業の代理人の名前で預けられた資金
を収容するためのものであって，フランスにおいては比較的重視されてい
るための扱いであるから，ベルギーに無いからといって特に問題は無い。
「減価引当金」は，前節で指摘したとおり，ベルギーでは各資産ごとに
「評価減」の計上を義務づけており，フランスとの間に実質的な差は無い。
ただしベルギーでは，各資産は貸借対照表上では引当金を控除する形式を
とらず，純額を表示するだけ（この点は減価償却についても同様である）なの
で，特に「減価引当金」をフランスのように別掲する必要性を感じないと
言える。
（本稿は，成城大学教員特別研究助成による研究成果の一部である。）
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